
 

ひょうご環境保全創造活動助成 活動報告書 

団 体 名 特定非営利活動法人 アスロン 

団体の所在地 神戸市東灘区 代表者名 理事長  井原 一久 

 

１．事業名 神戸を守ろう「六甲山森づくり」プロジェクト 

2.実施期間 2015年 4月 19日（日）～2016年 3月 13日（日） 

3.主な実施場所 
・六甲山住吉川上流地区（神戸市東灘区西滝ヶ谷地区） 

・都賀川上流（神戸市灘区長峰山） 

4.活動形態 実践活動 

 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・ 

人数等） 

 

 

・アスロン六甲の森へ行こう 

 参加者：大人 4 人、子供 15 人 

 ネザサ狩り、木の伐採、ベンチ作り 

・クリーンキャンプ 

 参加者：大人 1 人、子供 12 人 

 ネザサ狩り、整備 

・川と森体験 

参加者：子供 16名 

川遊びと木の伐採 

・自然体験キャンプ 

 参加者：子供 50名 

 森づくりの勉強会 ネザサ伐採 整備 

・アスロン六甲の森へいこう 

 参加者：大人 25 人、子供 22 人 

 ネザサ狩り、木の伐採 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

 

 

 

 

 

 

今回の活動は宿泊型イベント 2回、日帰りの森づくり活動 3回と充実した活動ができました。

春先の「アスロン六甲の森へ行こう」と「グリーンキャンプ」については天候に恵まれず、日程変

更をしたため最終的に多い参加者には至らなかったが、当初は 40 名を超えるお申し込みを

いただいていた。こういった活動が秋の「自然体験キャンプ」の 50 名定員いっぱいの参加者

につながったと思います。 

これまでただ日帰りの森づくりだけの活動だったが、今回の最もよかったことは、大人はもち

ろん、下は幼児から発達障害をもつお子さんまで幅広い参加をいただけたことが最大の成果

です。また森づくりの必要性を説いたスライドを作成し宿泊キャンプで勉強会をしたことで、幼

児や発達障害の子供でも「広島の土砂災害のようにならないよう」趣旨を理解し、積極的に森

づくりに取り組んでくれたことが有意義であったと感じます。 

  一方反省点としては、子供受けする打ち出しを意識し、その保護者を一緒に動員しようとい

う戦略で計画したものの、大人の参加者を伸ばすことができなかったことが反省点でした。 

今回子供の参加者を伸ばす取り組みとして、川遊びと森づくりを組み合わせた企画を入れ

たように、大人の参加者を伸ばす取り組みとして、森づくりとたき火など、大人も楽しめる遊び

を取り入れて実施することで、参加層も拡大していけるように思います。まだまだ可能性は広

がる活動であるように感じます。 

7.成果物 
木のベンチ 

子供用環境学習スライド 

 

8.活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

(森づくり活動)                        (森づくり勉強会) 

 


